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   ８月  ３日  ２校目              中津 高等学校 

いざ行け生徒会！     （既成・創作） 

 この話のテーマは「考えること」だと思いました。個人の心を大切にする

のか、それとも組織的に効率性を大切にするのかを考えさせられました。 

 キャストの方々は声もとても大きく聞き取りやすくて良かったです。ま

た、慌てた様子やキャラの個性をとても上手く表現できていたことも素晴ら

しかったです。 

 音響はキャストの演技とのタイミングもよくあっており、特に怒った時の

音が雰囲気を表すのに効果的だったと思います。 

 照明は赤色で怒りを表現できているところが良かったし、緑色を使って不

気味さや、怒りをさらに強調できていたと思います。しかし、主人公が寝て

しまいそうになる場面で、照明を暗くしたり明るくしたりしていましたが、

一場面にとどまらず、他のいくつかの場面でも使うと面白いと思いました。 

 装置は扉のガラスがリアルに見えるようにしているところが良かったで

す。しかし、生徒会室の壁が少し寂しく感じられたのでポスターやカレンダ

ーなどを貼ると良いと思いました。 

 「花咲く合同文化祭」と銘打ち、異文化を抱える高校同士が一つのプロジ

ェクトに挑んでいくというストーリーは、とても興味深く、どのような結末

が待っているのか期待しながら観劇することができました。ただ、文化祭ら

しい装飾が徐々に出来上がっていくといった、合同文化祭に向けて準備をし

ている具体的な演出が少なかったのが残念でした。 

 声優さんの名前やアニメの名前などの固有名詞が劇中に出てくることで、

親近感をもって観ることができ、とても楽しむことが出来ました。 

 中津高校の皆さん、お疲れさまでした。 

                    大垣東高校   稲川浩希 



 


